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特集

自
主
・
自
立
・
共
働
・
共
助
の
も
と
に

高
齢
化
が
進
む
今
。

経
験
豊
富
な
高
齢
者
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

定
年
退
職
後
、
人
の
た
め
に
、
地
域
の
た
め
に
働
く
。

生
き
が
い
や
、
や
り
が
い
を
見
つ
け
、

第
二
の
人
生
を
楽
し
く
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」
と
は

　

高
齢
化
社
会
の
中
で
、健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る（
原

則
と
し
て
60
歳
以
上
の
方
）
が
、
知
識
・
経
験
・
技
能

な
ど
を
活
か
し
、
社
会
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
「
生
き

が
い
」
を
得
て
、
そ
し
て
、
地
域
社
会
の
活
性
化
に
貢

献
す
る
組
織
の
こ
と
で
す
。

　

会
員
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
「
臨
時
的
か

つ
短
期
的
ま
た
は
、
そ
の
他
特
別
な
知
識
ま
た
は
技
能

を
必
要
と
す
る
業
務
」
を
提
供
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
社
会
参
加
を
通
じ
て
、
高

齢
者
の
健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
の
実
現
と
、
地

域
社
会
の
福
祉
の
向
上
と
活
性
化
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

会
員
に
な
る
た
め
に
は
、
本
格
的
な
職
業
生
活
か
ら

引
退
は
し
た
け
れ
ど
、
健
康
維
持
や
生
き
が
い
の
た
め

に
働
き
た
い
希
望
を
持
ち
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
意
欲

や
能
力
、
体
力
が
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

※
下
記
図
の
よ
う
な
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

南
小
国
町
の
人
口
割
合
か
ら
み
る

　

南
小
国
町
の
総
人
口
は
約
４
２
０
０
人
（
平
成
28
年
１
月
31
日

現
在
）。
左
の
グ
ラ
フ
は
、
南
小
国
町
の
人
口
を
年
齢
ご
と
に
割

合
で
表
し
て
い
ま
す
。

　
「
０
歳
～
29
歳
」
の
人
は
、

総
人
口
の
約
22
パ
ー
セ
ン

ト
。「
30
歳
～
59
歳
」
の
人

は
約
32
パ
ー
セ
ン
ト
。「
60

歳
～
79
歳
」
の
人
が
約
30

パ
ー
セ
ン
ト
。「
80
歳
以
上
」

の
人
が
16
パ
ー
セ
ン
ト
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
『
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
』
の
会
員
に
な
れ
る
の
は
、
60
歳

以
上
の
人
で
す
。
南
小
国
町
の
高
齢
者
（
60
歳
以
上
）
は
約
46

パ
ー
セ
ン
ト
。
人
数
で
表
す
と
、
総
人
口
約
４
２
０
０
人
の
う
ち

約
２
０
２
０
人
が
60
歳
以
上
の
人
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

高
齢
化
が
進
む
今
、
高
齢
者
の
力
（
経
験
）
が
必
要
で
す
。
ま

た
、「
退
職
し
て
家
に
一
人
で
い
る
よ
り
、
誰
か
と
つ
な
が
っ
て

い
た
い
。」
や
、「
少
し
で
も
体
を
動
か
し
て
、
健
康
で
い
た
い
。」

な
ど
と
思
う
人
は
、
是
非
『
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
』
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

誰
か
の
た
め
に
働
く
こ
と
で
、
新
し
い
「
や
り
が
い
・
生
き
が

い
」
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

0歳～29歳

22%

30歳～59歳

32%

60歳～79歳

30%

16%
80歳以上

ご
依
頼
主（
発
注
者
）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会

　員

 

①仕事の依頼 

④ご利用料金の
　支払

②仕事の提供
　（連絡）

⑤配分金の支払 

 

③仕事の実施  

南小国町　人口の割合
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活
動
内
容

　

事
業
開
始
か
ら
現
在
（
平
成

29
年
１
月
現
在
）
ま
で
の
活
動

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
自
宅
や
別
荘
地
周
辺
の
草
切

り
や
庭
木
の
手
入
れ

・
自
宅
内
や
庭
の
掃
除
な
ど

・
田
畑
や
休
耕
田
お
よ
び
堤
防

な
ど
の
草
切
り

・
旅
館
の
部
屋
・
浴
場
の
清
掃

・
農
家
の
収
穫
期
の
手
伝
い

・
行
政
管
轄
地
の
除
草
や
管
理

・
ゴ
ミ
出
し
、
調
理
な
ど
の
簡

単
な
家
事
援
助

庭木の手入れ作業

←部屋の清掃作業

除草作業→

会員・利用者の声

仕事依頼受付中会員募集中

▼活動を通して、たくさんの人と知り
合いになれ、ほかの活動も一緒にし
ています。（会員）

▼家の中でゴロゴロしているより、健
康的でとても良いです。（会員）

▼南小国に移り住み、こちらの方と知
り合いになれ、他のことでも相談に
のってもらっています。（利用者）

▼自分でできなくなって心配していま
したが、綺麗にしかも低料金でやっ
てもらい感謝しています。（利用者）

やりがい・生きがいを
見つけませんか？

少しでも気になりましたら、まずお電話ください !!

問い合わせ　　シルバー人材センター　
☎０９６７（４２）１６１６　いろいろシルバー人材センターへ

一人ひとりに合った仕事を提供します。
随時募集は行っています。お気軽にお
声掛けください。説明に伺います。

※年会費1,000円　

いろいろな仕事を
引き受けます！

屋内作業や屋外作業、軽微な作業など
職種によって若干の違いがありますが、
一時間当たりの目安の請け負い単価は
550円～ 880円になっています。
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■
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
患
者
さ
ん
が
県

内
で
増
え
て
い
ま
す
！

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
毎
年
冬
季
に
流

行
が
み
ら
れ
、
学
級
閉
鎖
や
高
齢
者
施

設
に
お
け
る
施
設
内
流
行
の
原
因
に
も

な
り
ま
す
。
特
に
、
子
ど
も
と
高
齢
者

で
重
症
化
し
や
す
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

◇
風
邪
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
違
い

◇
症
状

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
し
た
場

合
、
１
～
３
日
の
潜
伏
期
間
の
後
、
悪

寒
を
伴
う
高
熱
や
全
身
倦
怠
感
を
伴
っ

て
急
激
に
発
症
し
ま
す
。

　

症
状
の
程
度
や
持
続
期
間
は
人
そ
れ

ぞ
れ
で
す
が
、
合
併
症
が
な
い
場
合
、

１
週
間
～
10
日
以
内
に
軽
快
し
ま
す
。

◇
予
防
法

①
時
間
を
か
け
た
丁
寧
な
手
洗
い

・
20
秒
以
上
時
間
を
か
け
た
丁
寧
な
手

洗
い
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

・
指
先
、
手
首
、
指
の
付
け
根
は
特
に

丁
寧
に
洗
い
ま
し
ょ
う
。

②
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト

・
咳
や
く
し
ゃ
み
は
、
他
の
人
に
向
け

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
感
染
者
が
マ
ス
ク
を
つ
け
る
と
、
予

防
効
果
が
高
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

咳
や
く
し
ゃ
み
が
出
る
時
は
、
で
き
る

だ
け
マ
ス
ク
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
は
、
１
月

～
３
月
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
。
ま
ず

は
一
人
ひ
と
り
が
予
防
に
努
め
、
ウ
イ

ル
ス
を
も
ら
わ
な
い
・
う
つ
さ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
体
調
が
優
れ
な
い
時
は
、
早

め
に
病
院
受
診
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

■
肝
炎
サ
ロ
ン
を
開
催
し
ま
す

　

肝
炎
サ
ロ
ン
は
、
肝
炎
患
者
様
や
そ

の
ご
家
族
な
ど
肝
炎
に
関
心
の
あ
る
方

の
た
め
の
情
報
交
換
の
場
で
す
。
肝
臓

の
病
気
に
対
す
る
疑
問
や
治
療
に
関
す

る
不
安
や
悩
み
な
ど
、
ゆ
っ
く
り
語
り

合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

参
加
費
は
無
料
、
事
前
の
申
し
込
み

も
不
要
で
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

◇
開
催
日
時
場
所

◇
問
い
合
わ
せ

熊
本
県　

健
康
危
機
管
理
課

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
７
８
３

保
健
師
だ
よ
り

問い合わせ
町民課
保健衛生係
☎ 42-1113

開催日 会　場 時　間

2月27日（月） 山鹿市民医療センター　医療研修センター 13：30～16：00

2月28日（火） 熊本大学医学部附属病院　山崎記念館 13：30～16：00

3月  3日（金） 天草地域健診センター　２階会議室 13：30～16：00

3月  7日（火） 阿蘇医療センター　講堂 13：30～16：00

3月  9日（木） 熊本労災病院　中央診療棟５階会議室 13：30～16：00
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◆
確
定
申
告
税
理
士
無
料
相
談
◆

　

２
月
16
日（
木
）か
ら
３
月
15
日（
水
）ま

で
、
平
成
28
年
分
の
申
告
相
談
が
左
記

の
場
所
で
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
同
会
場

内
に
て
税
理
士
に
よ
る
所
得
税
の
無
料

相
談
所
が
次
の
日
程
で
開
設
さ
れ
ま
す
。

▼
場
所　

南
小
国
町
役
場　

中
会
議
室

▼
日
時　

２
月
28
日（
火
）

　
　
　
　

午
前
９
時
～
11
時
30
分

　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

　

所
得
税
は
、
納
税
者
自
身
が
所
得
金

額
や
税
額
を
正
し
く
計
算
し
て
納
税
す

る
申
告
納
税
制
度
で
す
。
申
告
と
納
税

は
、
期
限
内
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
書
提
出
は
、
直
接
税
務
署
へ

の
郵
送
で
も
可
能
で
す
。
申
告
期
限
が

間
近
に
な
り
ま
す
と
、
申
告
相
談
会
場

は
大
変
混
雑
し
、
長
時
間
か
か
る
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
申
告
を

お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

◆
熊
本
地
方
法
務
局
に
よ
る
無
料
登
記

相
談
所
開
設（
事
前
予
約
）に
つ
い
て
◆

　

熊
本
地
方
法
務
局
阿
蘇
大
津
支
局
で

は
、
登
記
相
談
及
び
ウ
ェ
ブ
カ
メ
ラ
を

利
用
し
た
商
業
・
法
人
登
記
に
関
す
る

相
談
を
お
こ
な
っ
て
お
り
ま
す
。
無
料

相
談
所
が
左
記
の
と
お
り
開
設
さ
れ
ま

す
の
で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

２
月
16
日（
木
）

▼
場
所　

阿
蘇
市
役
所
２
階
会
議
室

▼
予
約
・
電
話
番
号

☎
０
９
６（
２
９
３
）２
２
７
２

（
※
音
声
案
内
が
流
れ
ま
し
た
ら
、
②

を
押
し
、
阿
蘇
市
相
談
予
約
と
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。）

◆
確
定
申
告
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
開
設

の
お
知
ら
せ
◆

　

熊
本
国
税
局
で
は
、
左
記
期
間
に
お

い
て
、電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、

確
定
申
告
に
関
す
る
ご
相
談
な
ど
に
お

答
え
し
て
お
り
ま
す
。

　

阿
蘇
税
務
署
に
電
話
を
か
け
る
と
自

動
音
声
案
内
が
流
れ
ま
す
の
で
、
⓪
を
押

し
、
用
件
を
お
話
し
く
だ
さ
い
。
問
い
合

わ
せ
内
容
に
よ
り
各
担
当
者
が
お
答
え

し
ま
す
。（
※
電
話
が
つ
な
が
り
に
く
い

場
合
が
あ
り
ま
す
が
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

▼
期
間　

１
月
18
日（
水
）～

　
　
　
　

３
月
15
日（
水
）

■
問
い
合
わ
せ

阿
蘇
税
務
署　

※
自
動
音
声
案
内

☎（
２
２
）０
５
５
１

税

問い合わせ
税務課
税務係
☎ 42-1113

確定申告時の申告書や申請書等には

マイナンバーの記載が必要です
　社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）の導入に伴い、
申告手続などには

が必要です！
本人確認書類

マイナンバーカード（個人番号カード）をお持ちの方は
●マイナンバーカードだけで、本人確認（番号確認と身元確認）が可能です。

マイナンバーカードをお持ちでない方は
●番号確認書類（通知カード、住民票の写し等）＋身元確認書類（免許証、保険証等）

※申告においては、役場でマイナンバーをコピーすることが制度上禁止されています。
　本人確認書類の写しについては申告をされる方が必ず持参して下さい。

マイナンバーの記載  ＋  本人確認書類の写しの添付
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全
国
的
に
建
物
火
災
に
よ
る
被
害
多
発

　

昨
年
末
か
ら
全
国
的
に
、
建
物
火
災
が

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

寒
い
日
が
続
き
空
気
も
乾
燥
し
や
す
い

季
節
で
す
。
次
の
事
項
を
守
っ
て
、
火
の

取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
て
下
さ
い
。

○
暖
房
器
具

・
火
を
点
け
た
ま
ま

の
給
油
や
移
動
は
し

な
い
こ
と
。

・
外
出
す
る
時
や
、
寝
る
時
は
、
火
の
元

を
確
認
す
る
。

・
ス
ト
ー
ブ
等
に
燃
え
や
す
い
物
は
近
づ

け
な
い
。

・
や
か
ん
な
ど
を
上
に
お
い
た
ま
ま
空
焚

き
を
し
な
い
。

○
ガ
ス
コ
ン
ロ

・
コ
ン
ロ
周
り
に
は

紙
類
や
ふ
き
ん
等
の

燃
え
や
す
い
物
は
置
か
な
い
。

・
料
理
な
ど
を
す
る
時
は
そ
の
場
か
ら
離

れ
な
い
。

○
電
気
機
器

・
冷
蔵
庫
の
裏
な
ど
普
段
隠
れ
て
い
る
と

こ
ろ
の
コ
ン
セ
ン
ト
は
こ
ま
め
に
掃
除
す
る
。

・
た
こ
足
配
線
は
し
な
い
。

・
被
覆
が
は
が
れ
て
い
た
り
、
古
く
な
っ

た
電
気
コ
ー
ド
は
使
用
し
な
い
。

・
ペ
ッ
ト
の
し
尿
が
コ
ン
セ
ン
ト
に
か
か

ら
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
。

・
使
用
し
て
な
い
電
化
製
品
の
コ
ン
セ
ン

ト
は
抜
く
よ
う
に
す
る
。

○
タ
バ
コ

・
寝
タ
バ
コ
は
絶
対
に
し
な

い
。

・
吸
い
殻
は
火
が
消
え
て
い

る
か
し
っ
か
り
確
認
を
す
る
。

・
く
わ
え
た
ば
こ
は
家
の
中
に
灰
を
落
と

し
て
し
ま
う
の
で
し
な
い
よ
う
に
す
る
。

※
ガ
ラ
ス
製
の
灰
皿
に
は
ご
注
意
を

　

吸
い
殻
を
捨
て
ず
に
、
た
め
た
ま
ま
に

し
て
お
く
と
、
消
え
き
れ
て
な
い
タ
バ
コ

を
入
れ
た
際
、
高
温
に
な
っ
て
灰
皿
が
割

れ
、
タ
バ
コ
が
飛
び
散
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
現
象
が
原
因
で
火
災
に

な
っ
た
事
案
も
全
国
で
は
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
吸
い
殻
は
、
火
が
つ
い
て
な
い
こ

と
を
確
認
し
て
、
こ
ま
め
に
処
分
す
る
よ

う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

サ
イ
バ
ー
犯
罪
に
遭
わ
な
い
た
め
に

～
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の

正
し
い
知
識
と
利
用
法
～

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
日
常
生
活
の
一
部
と

な
っ
て
く
る
と
と
も
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
利
用
に
よ
る
犯
罪
・
ト
ラ
ブ
ル
等
に
巻

き
込
ま
れ
る
リ
ス
ク
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
犯
罪
・
ト
ラ
ブ
ル
は
「
正
し
い

知
識
と
利
用
方
法
」
を
身
に
つ
け
て
い
れ
ば

防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　

サ
イ
バ
ー
犯
罪
に
遭
わ
な
い
た
め
に
も
、

必
ず
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

「
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
」
な
ど
の

取
り
扱
い
に
ご
注
意
を
！

　
「
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
」
は
自
宅
の
鍵

と
同
様
に
、
し
っ
か
り
と
管
理
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

忘
れ
な
い
よ
う
に
「
誕
生
日
」
な
ど
、

容
易
に
推
測
で
き
る
も
の
に
設
定
す
る
と
、

簡
単
に
解
読
さ
れ
ま
す
の
で
、
英
字
・
数

字
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
た
り
、
他
人
に
推

測
さ
れ
に
く
い
も
の
に
設
定
し
ま
し
ょ
う
。

○
架
空
請
求
・
不
当
請
求
に
注
意
！

　

利
用
し
た
覚
え
が
な
い
有
料
サ
イ
ト
の

料
金
を
請
求
す
る

　
　
→
「
架
空
請
求
」

　

無
料
と
称
し
て
、
ま
た
は
ク
リ
ッ
ク
し

た
だ
け
で
料
金
を
請
求
す
る

　
　
→
「
不
当
請
求
」

の
被
害
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

特
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
パ
ソ
コ
ン
に

非
常
に
近
い
も
の
と
言
え
ま
す
の
で
、
パ

ソ
コ
ン
を
使
い
慣
れ
て
い

な
い
高
齢
者
や
、
使
い
始

め
た
子
ど
も
達
に
は
注
意

が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
架
空
請
求
や
不

当
請
求
の
支
払
い
方
法
と

し
て
、
相
手
か
ら
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
の

購
入
を
指
示
さ
れ
、
相
手
に
カ
ー
ド
番
号

等
を
伝
え
る
手
口
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

カ
ー
ド
番
号
等
を
相
手
に
伝
え
る
と
、

使
え
る
状
態
に
な
り
、
カ
ー
ド
購
入
代
金

が
戻
っ
て
く
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

＊
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
全
・
安
心
な
小
国
郷
＊

地

域

安

全

事件・
事故は
110 番
問い合わせ
小国警察署
☎ 46-2110

消

防

署

火災・
救急救助は
119 番
問い合わせ
北 部 分 署
☎ 46-4411
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6



菊
池
恵
楓
園
視
察
研
修

　

昨
年
の
12
月
２
日（
金
）に
菊

池
恵
楓
園
視
察
研
修
を
実
施
し

ま
し
た
。
今
回
で
13
回
目
に
な

り
ま
す
。
南
小
国
中
学
校
３
年

生
を
含
む
町
民
63
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

午
前
中
、
菊
池
恵
楓
園
入
所

者
自
治
会
会
長
で
あ
る
志
村
康

さ
ん
の
講
話
を
聞
き
、
午
後
に

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
さ
ん

の
案
内
で
火
葬
場
、
納
骨
堂
、

監
禁
室
社
会
交
流
会
館
を
見
学

し
ま
し
た
。

　

次
に
紹
介
す
る
参
加
者
の
感

想
か
ら
有
意
義
な
視
察
研
修

だ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

○
本
日
、
初
め
て
園
を
訪
問
し

ま
し
た
。
志
村
会
長
の
お
話
の

中
か
ら
「
人
権
」
と
い
う
も
の

を
深
く
考
え
る
き
っ
か
け
に
な

り
ま
し
た
。「
人
権
と
は
、
生

命
が
宿
っ
た
と
き
か
ら
あ
る
も

の
」「
日
本
と
い
う
国
で
は
、『
人

権
』
が
重
要
視
さ
れ
な
い
時
が

あ
る
。」
な
ど
、
広
い
視
野
で

も
の
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な

り
ま
し
た
。
そ
ん
な
話
を
聞
い

た
後
で
、
や
は
り
、
ハ
ン
セ
ン

病
に
対
す
る
差
別
は
、
お
か
し

い
と
思
う
し
、
法
律
を
変
え
ず

に
放
置
し
て
い
た
国
に
は
怒
り

を
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
と
同
時

に
自
分
自
身
も
ま
だ
ま
だ
無
知

で
あ
っ
た
し
、
無
関
心
だ
っ
た

面
も
あ
り
ま
し
た
。
ハ
ン
セ
ン

病
以
外
の
差
別
問
題
に
対
し
て

も
自
分
の
人
権
感
覚
を
磨
き
な

が
ら
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

○
ま
ず
、
お
忙
し
い
中
、
志
村

会
長
の
人
生
経
験
の
中
よ
り
貴

重
な
話
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
り

心
よ
り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

と
て
も
心
に
残
っ
た
言
葉
は
、

「
人
権
は
命
で
あ
る
」
と
い
う

言
葉
で
し
た
。

　

戦
時
下
よ
り
今
日
ま
で
生
き

て
こ
ら
れ
た
中
で
、
時
代
背
景

や
日
本
人
特
有
の
気
質
や
考
え

方
、
様
々
な
物
事
に
翻
弄
さ
れ

た
人
生
を
過
ご
さ
れ
た
ん
だ
な

と
感
じ
、
ま
た
、
そ
ん
な
中
で

も
真
理
の
追
求
と
い
い
ま
す

か
、
お
人
柄
の
力
強
さ
、
差
別

に
屈
し
な
い
強
さ
を
感
じ
ま
し

た
。
各
国
の
状
況
（
歴
史
も
含

め
）
も
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、国
民
性
な
ど
も
含
め
て
、

改
め
て
広
い
視
座
、
視
野
、
視

点
が
必
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。

ル
ー
ル
、
規
則
、
憲
法
等
で
し

ば
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
天

の
下
に
人
は
平
等
で
あ
る
。
と

の
原
理
原
則
を
再
確
認
す
る
大

切
な
時
間
に
な
り
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

○
今
ま
で
恵
楓
園
に
訪
れ
た
こ

と
が
な
か
っ
た
の
で
、
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
が
学
べ
る
良
い
機
会

で
し
た
。
人
権
に
つ
い
て
考
え

さ
せ
ら
れ
る
部
分
や
自
分
自
身

が
本
当
に
理
解
し
て
い
る
の
か

と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
言
葉

と
し
て
ハ
ン
セ
ン
病
を
知
っ
て

い
る
だ
け
の
よ
う
に
思
え
ま
し

た
。
本
日
お
話
を
聞
い
て
実
際

に
あ
っ
た
こ
と
と
は
信
じ
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
後
こ
の

よ
う
な
こ
と
が
起
こ
っ
て
は
い

け
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。「
人

権
＝
命
」
と
い
う
言
葉
が
一
番

心
に
残
っ
て
い
ま
す
。

○
初
め
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
改
め
て
人
権
と
は

何
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。
現
代
い
ろ
い
ろ

な
問
題
が
あ
り
ま
す
。
小
国
郷

は
、
ハ
ン
セ
ン
病
に
関
し
て
特

に
考
え
学
ば
な
い
と
い
け
な
い

地
区
で
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た

中
、「
人
権
と
は
何
で
す
か
」
と

聞
か
れ
た
時
、
私
は
ま
ず
差
別

と
い
う
言
葉
を
使
う
と
思
い
ま

す
。し
か
し
、今
日
の
話
を
聞
き
、

「
人
権
と
は
生
命
が
誕
生
し
た
と

き
に
持
ち
生
ま
れ
る
と
同
時
に

人
権
を
持
っ
て
生
ま
れ
る
」
と

す
ば
ら
し
い
言
葉
を
学
び
ま
し

た
。
差
別
と
は
一
対
一
で
は
、
生

ま
れ
ず
集
団
の
中
に
こ
そ
差
別

が
あ
り
ま
す
。
差
別
を
す
る
人

が
い
る
か
ら
差
別
が
な
く
な
ら

な
い
。
同
じ
人
権
を
持
っ
て
生

ま
れ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、

し
っ
か
り
と
自
分
が
人
権
と
差

別
を
知
り
、
子
ど
も
た
ち
、
後

世
に
伝
え
て
い
か
な
い
と
い
け

な
い
と
思
い
ま
し
た
。
本
日
は
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

師
走
に
入
り
お
忙
し
い
時
期

に
も
関
わ
ら
ず
、
多
く
の
町
民

の
方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
菊
池
恵
楓
園
研
修
を
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

    
ひ
ろ
げ
よ
う　

き
よ
ら
の
郷
に　

人
権
の
輪

  
人
権
教
育
啓
発
シ
リ
ー
ズ 

154

問い合わせ
南 小 国 町
人 権 教 育
推進協議会
☎42-0047

　
正
し
い
こ
と
を
知
る
こ
と
が
大
事

教
育
長
職
務
代
理
者
　
倉
岡
　
巧た

く
み　志村会長による講話

7
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～年金をあきらめていた皆さんへ～

　年金を受け取るために必要な期間（保険料納付済等期間）が 10年に短縮され、これまで年金を受
けることができなかった方も年金が受給できる可能性があります。

１　何が変わるのですか？

　年金を受け取るために必要な期間（保険料納付済等期間）を、25 年から 10年に短縮します。こ
れにより、年金を受け取れる方を増やし、これまで納めていただいた年金保険料をなるべく年金のお
支払いにつなげることができます。

２　対象者は誰ですか？

　既に 65歳以上の方で、年金を受け取るために必要な期間（保険料納付済等期間）が 10年以上の
方が対象になります。
　対象者の方には平成 29年２月末～平成 29年７月までの間に日本年金機構から「年金請求書」を
順次お送りする予定です。

３　手続きは必要ですか？

　日本年金機構から「年金請求書」が届きましたら、必要事項をご記入の上、必要書類と併せて熊本
東年金事務所や出張年金相談窓口（要予約）までお持ち下さい。

４　いつから受給できますか？

　既に 65歳以上の方で、保険料納付済等期間が 10年以上の方は、平成 29年９月分の年金を 10月
にご指定の口座へお振込みします。（以降、２ヶ月分の年金を偶数月にお支払いします）

５　受給できる年金額はどうなりますか？

　年金保険料を納めた期間に応じて支給される年金額が決まります。保険料を納めた期間が長ければ
それだけ年金額が多くなります。また、国民年金の後納制度や任意加入により、年金額を増やすこと
ができる場合がありますので、年金事務所にご相談ください。

■問い合わせ　　熊本東年金事務所　☎０９６（３６７）２５０３

28 年

15 年

○支給あり

×支給なし

Ａさん

受給資格期間 25 年

受給資格期間 10 年

Ｂさん

15 年 ○支給ありＢさん

これまで

平成29年
8月1日以降

広報きよら 2017.2
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小国公立病院ニュース
☎（４６）３１１１

　
　

小
国
公
立
病
院　

副
院
長　

片
岡
恵
一
郎

　

１
月
よ
り
副
院
長
を
拝
命
致
し
ま
し
た
。
堀

江
副
院
長
と
共
に
、
坂
本
院
長
を
支
え
小
国
公

立
病
院
の
一
翼
を
担
っ
て
い
く
所
存
で
す
。

　

私
は
小
国
公
立
病
院
の
常
勤
医
に
な
り
４
年

で
す
が
、
実
は
平
成
13
年
よ
り
循
環
器
科
の
非

常
勤
医
と
し
て
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
、
小
国
に
ご
縁
を
頂
い
て
15
年
以
上
が
経
ち

ま
す
。
平
成
13
年
よ
り
こ
れ
ま
で
ず
っ
と
診
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
患
者
様
も
多
く
、
患
者

様
と
人
生
を
と
も
に
す
る
と
い
う
感
覚
は
、
こ

こ
小
国
で
学
ば
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
総
合
診
療
科
の
主
任
部
長
と

し
て
内
科
・
循
環
器
科
の
比
較
的
狭
い
範
囲
の

管
理
を
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
1
月

か
ら
は
病
院
全
体
を
俯
瞰
的
に
み
わ
た
す
職
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
小
国
の
医
療

に
対
し
て
介
入
で
き
る
範
囲
が
広
が
り
、
ゆ
え

に
責
任
も
重
大
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
町
の
広
報
誌
な
ど
使
わ
せ
て

い
た
だ
き
小
国
の
医
療
危
機
に
つ
い
て
住
民
の

皆
さ
ん
に
お
伝
え
し
て
き
ま
し
た
。
小
国
の
医

療
は
い
わ
ば
、
病
ん
で
い
る
患
者
さ
ん
の
状
態

で
す
。
病
を
診
断
し
、
薬
を
処
方
し
、
時
に
は

外
科
的
に
メ
ス
を
入
れ
る
必
要
が
あ
る
事
も
あ

る
と
思
い
ま
す
。
病
と
戦
う
時
に
は
家
族
の
支

え
が
と
て
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。
小

国
公
立
病
院
が
病
と
戦
っ
て
い
る
間
、
住
民
の

皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
が
必
要
で
す
。

　

公
立
病
院
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
問
題
が

山
積
み
で
す
。
し
か
し
、
小
国
郷
の
医
療
・
福

祉
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
行
政
を
含
め
た
他
業
種

と
の
連
携
な
ど
小
国
郷
の
力
を
結
集
さ
せ
る
と

こ
れ
ら
の
問
題
は
解
決
で
き
る
と
確
信
し
て
お

り
ま
す
。

　

微
力
な
が
ら
、
小
国
郷
医
療
の
様
々
な
問
題

を
提
起
し
、
町
の
み
な
さ
ん
と
共
に
解
決
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

小
国
郷
の
医
療
の
こ
と
で
お
気
づ
き
の
事
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
病
院
内
や
夜
の
町
で
お
声

か
け
い
た
だ
く
と
幸
い
で
す
。

副
院
長
就
任
挨
拶

総合診療科　小泉さやか
　インフルエンザはかかっ
たらすぐに治す薬はありま
せんので予めワクチンを打
つことが重要です。
　高齢の方や仕事を休めない方、受験生な
どはワクチン接種を心掛けましょう。
　もしインフルエンザにかかったら、病院
で抗インフルエンザ薬を処方することも多
いですが、その効果は解熱が 15 時間程度
早くなるだけで、健康な人は内服が必ずし
も必要なわけではありません。効果的な漢
方薬もありますので、まずは病院で相談し
ましょう。

■新任医師紹介

緒方　聖友（２年目医師　熊本赤十字病院）
趣味：フットサル・自転車
【ひとこと】　１月から３ヶ月間、小国公立病院で勤
務させていただきます。まだまだ未熟なことがおお
いですが、小国の皆様に少しでも貢献できるように、
精一杯頑張ります。

9
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心
温
ま
る
南
小
国
町
立
志
式

　

立
志
式
を
、
１
月
10
日
開
催
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

高
橋
町
長
様
か
ら
は
、「
常
に
感
謝
の

気
持
ち
を
忘
れ
な
い
こ
と
。
何
事
に
も
失

敗
を
恐
れ
ず
、
挑
戦
す

る
こ
と
。」
ま
た
、
講
話

で
は
、
井
聡
也
様
か
ら
、

「
人
と
の
出
会
い
に
よ
っ

て
、価
値
観
や
考
え
方
が
変
わ
っ
て
く
る
。

出
会
い
を
大
切
に
い
ろ
ん
な
こ
と
に
挑
戦

し
て
い
っ
て
下
さ
い
。」
と
い
う
心
温
ま

る
励
ま
し
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

生
徒
決
意
表
明
で
は
、
今
の
自
分
を

振
り
返
り
、
佐
藤
真
愛
君
が
、「
逃
げ
ず

に
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
ず
頑
張
り
た
い
。」

太
田
桃
未
さ
ん
は
、「
今
の
自
分
を
変
え
、

行
動
に
移
せ
る
よ
う
に
し
た
い
。そ
し
て
、

自
分
に
自
信
を
持
ち
、
将
来
に
生
か
し

た
い
。」
と
い
う
こ
と
を
し
っ
か
り
と
し

た
声
で
、
堂
々
と
発
表

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

来
年
度
は
、
最
上

級
生
と
し
て
、
南
中
を

引
っ
張
っ
て
い
か
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
自
分
の
進
路
を
切

り
開
い
て
い
く
年
度
で

も
あ
り
ま
す
。
立
志
式

で
の
心
温
ま
る
励
ま
し

の
言
葉
や
、
二
人
の
決
意
表
明
を
自
ら
の

こ
と
と
し
て
捉
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

町
工
場
で
ロ
ケ
ッ
ト
開
発
を
な
さ
っ
て
い

る
、
植
松
努
さ
ん
の
言
葉
「
今
や
っ
て
い

る
方
法
で
う
ま
く
い
か
な
い
な
ら
、
違
う

や
り
方
を
探
せ
ば
良
い
の
で
す
。
そ
し
て
、

や
っ
て
み
る
。
し
か
し
、
ま
た
う
ま
く
い

か
な
い
。
悩
み
ま
す
。『
苦
し
い
。
つ
ら
い
。

く
や
し
い
。』
と
思
う
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
あ

る
で
し
ょ
う
。
そ
う
い
う
時
は
、『
た
だ
今
、

成
長
中
』
と
自
分
で
自
分
に
言
い
聞
か
せ

る
の
で
す
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
努
力
を
重

ね
る
。
遠
回
り
で
も
、
努
力
す
る
。
こ
の

積
み
重
ね
で
、
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
自
分
の
行
動

に
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
自
信
が
付
き
ま
す
。」

　

皆
さ
ん
、可
能
性
は
無
限
大
で
す
。「
ど

う
せ
、
無
理
」
と
は
思
わ
ず
、「
今
、
こ

の
時
」
を
大
切
に
、
日
々
努
力
を
重
ね

て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

修　

学　

旅　

行

　

12
月
６
日（
火
）か
ら
３
泊
４
日
の
日

程
で
、
２
年
生
が
修
学
旅
行
で
関
東
研

修
に
出
か
け
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
北
里
大
学
に
て
北
里
一
郎

先
生
よ
り
、｢

祖
父
・　

北
里
柴
三
郎｣

と
い
う
演
題
で
、
研
究
に
対
し
て
厳
し

く
向
き
合
い
つ
つ
も
研
究
者
の
士
気
の

高
揚
に
努
め
た
、「
柴
三
郎
博
士
」
の

生
き
方
を
交
え
た
貴
重
な
講
話
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。２
日
目
に
は「
東
京
デ
ィ

ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
」
に
て
世
界
で
も
有

数
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を
体
験
し
、
３

日
目
に
は
班
別
自
主
研
修
と
し
て
あ
ら

か
じ
め
総
合
学
習
の
時
間
に
計
画
を

練
っ
た
コ
ー
ス
を
ま
わ
り
、
最
終
日
に

は
お
台
場
周

辺
を
散
策
し

ま
し
た
。
高

校
生
活
で
の

か
け
が
え
の

な
い
思
い
出

に
な
っ
た
よ

う
で
す
。

お
弁
当
の
日

　

12
月
19
日（
月
）、
２
学
期
終
業
式
前

日
は｢

お
弁
当
の
日｣

で
し
た
。｢

い

つ
も
お
弁
当
や
ご
は
ん
を
作
っ
て
く
れ

る
家
族
に
感
謝
し
よ
う｣

と
い
う
コ
ン

セ
プ
ト
の
も
と
、
お
に
ぎ
り
、
サ
ン
ド

イ
ッ
チ
、
キ
ャ
ラ
弁
と
、
思
い
思
い
の

食
事
を
自

分
で
つ
く

り
、
そ
れ

を
ク
ラ
ス

メ
イ
ト
で

囲
み
な
が

ら
皆
で
い

た
だ
き
ま

し
た
。
当

日
は
ク
ラ

ス
マ
ッ
チ

も
開
催
さ
れ
、
午
後
の
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
に
向
け
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
補
給
に
も

な
り
ま
し
た
。
今
回
実
感
で
き
た
家
族

へ
の
感
謝
の
思
い
を
伝
え
た
り
、
ま
た
、

家
族
と
一
緒
に
食
事
を
と
る
機
会
を
で

き
る
だ
け
多
く
と
っ
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
文
責
）
校
長
　
林
田
靖
也

南
中
か
ら
の
風

輝
き
と

潤
い
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　１月６日（金）に、市原小学校グラ
ウンドで南小国町消防団出初め式が
行われ、 団員 188 人が揃いの団服を身
にまとい式典に臨みました。
　町長挨拶や、勤続表彰をはじめとす
る表彰状伝達、分団ごとの通常点検な
どを行いました。
　式典後には分団ごとの通常点検や、
杉田河川沿いで一斉放水も行われ、集
まった観客や園児からも大きな歓声
が上がっていました。

　１月６日（金）、市原のさくら荘で、
書道教室に通う生徒らによる書初め
会が行われました。
　会には、中湯田の河津美奈子さん
が指導する書道教室の生徒ら 14 人が
参加。お手本を見ながら丈 136㎝×幅
35㎝の大きな書初め用の紙に大筆を
使って書き上げました。小学生は力
強い筆づかいを見せ、保育園児も先
生の指導を受けながら伸びのあるダ

イナミックな作品に仕上げました。最後には全員で作品を持って記念撮影も行われました。

　１月 15 日（日）に、小正月の伝統
行事「どんどや」が田の原地区で行
われました。
　竹のやぐらを組んで燃やし、その火
にあたって１年の無病息災を願う伝
統行事で、町内でもいくつかの地域で
１月上旬から中旬に行われています。
　田の原では、地元青年会が開く行
事として続いており、この日は朝か
らメンバー 14 人ほどが参加してやぐ
らを組み上げました。昼前にやぐら

に火が付けられると竹のはじける音を上げながら炎があがり、地区の人々も会場の田んぼに集ま
り やぐらの火にあたるなどしていました。

平成29年南小国町消防団出初め式

大きな用紙に書初め

「どんどや」で無病息災

広報きよら 2017.2
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　１月 10 日（火）に、南小国町役場きよらホールで立志式が行われ、南小国中学校２年生 30
人が参加しました。立志式は、大人に一歩近づいた少年少女に自覚を促し、自分の将来を考え、
志を立ててもらうことを目的に開催されています。
　式典では、南小国中学校卒業生の井聡也さん（白川）から講話があり、生徒たちに「たくさん
の人に会って色々な価値観や考え方を知り、自分の固定観念や価値観を何度も覆してもらいま
しょう。人生は１度きり、楽しくいきましょう。」といった言葉が贈られました。

　井久米男様（瀬の本）より、しめ縄・
しめ飾り（左記写真）をいただきました。
　お正月の期間、庁舎入口に飾らせてい
ただきました。
　ありがとうございました。

　１月 18 日（水）に、熊本県立大学
の学生６人が開発したアプリ「きよら
スキャン」と南小国町観光情報サイト

「もぐネット」が完成し、きよらホー
ルで完成発表会が行われました。
　本町のゆるキャラである、きよらス
キーの認知度の向上と、本町の観光客
の増加を目的に作成されました。
　本誌 15 ページの QR コードを読み
取り、サイトをご覧になれます。また、
アプリはダウンロードをしてご使用く
ださい。

30人が大人の仲間入り！～南小国町立志式～

寄贈ありがとうございます

きよらスキーの新アプリ登場！

アプリを制作した熊本県立大学の皆さん（前列）
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第27回くまもと県民文化賞受賞！
　平成 29 年１月 17 日（火）、熊本県庁本
館知事応接室で、第 27 回「くまもと県民
文化賞」表彰式が行われ、南小国町から『吉
原神楽保存会』が本賞を受賞しました。
　この賞は、平成２年度から実施されてお
り、主に県内で活動している団体又は個人
を対象に、本県の文化振興に貢献する活動
を行ったものに対し、その功績を称え、ま
た今後の活動を奨励することを目的に行
われています。
　伝統芸能は、順位を競うコンクールがな
く、評価される機会がほとんどありません
が、『吉原神楽保存会』は、町内外を問わ
ず多くの場で活動しており、今後益々の活
躍が期待されるということで選ばれました。

県知事より表彰される代表の佐藤郁雄さん

表彰式に出席した「吉原岩戸神楽保存会」

風
花
や
出
合
い
頭
の
立
話　
　
　
　
　
　
　

穴
井
梨
影
女

新
海
苔
を
手
漉
き
の
女
浜
日
和　
　
　
　
　

河
津　

悦
子

初
詣
願
か
け
石
を
そ
っ
と
撫
づ　
　
　
　
　

河
津　

昭
子

臘
梅
の
香
を
誘
ひ
て
日
和
か
な　
　
　
　
　

河
津
せ
い
子

お
日
和
に
恵
ま
れ
嬉
し
お
正
月　
　
　
　
　

河
津　

靜
子

孫
達
も
み
ん
な
揃
ひ
て
お
正
月　
　
　
　
　

北
里　

富
男

除
夜
の
鐘
つ
か
ん
と
童
走
り
行
く　
　
　
　

北
里
千
寿
恵

節
分
の
準
備
の
妻
は
餅
を
切
る　
　
　
　
　

笹
原　

景
林

寒
の
水
緋
鮒
動
き
ゆ
る
や
か
に　
　
　
　
　

佐
藤
テ
ル
子

着
物
着
た
成
人
式
の
孫
と
撮
る　
　
　
　
　

佐
渡　

節
子

あ
ら
た
ま
の
年
大
輪
の
鳶
ま
う　
　
　
　
　

下
城　

た
ず

一
つ
づ
ゝ
行
事
終
り
て
日
脚
伸
ぶ　
　
　
　

杉
野　

正
依

庭
石
に
山
茶
花
の
花
二
つ
三
つ　
　
　
　
　

橋
本　

や
ち

初
春
や
草
石
蚕
の
紅
と
て
祝
わ
る
る　
　
　

本
田　

髙
幹

七
草
の
揃
わ
ぬ
粥
を
す
こ
や
か
に　
　
　
　

宮
﨑　

チ
ク

雪
し
ま
く
見
え
隠
れ
す
る
杉
襖　
　
　
　
　

安
武
く
に
子

広報きよら 2017.2
14

広報きよら 2017.2
14



★まちのわだい（13ページ）「きよらスキー新アプリ登場！」関連記事
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糀こ
う
じに
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん
か

　

南
小
国
町
地
産
地
消
推
進
会

で
は
、町
産
米
の
消
費
拡
大
を
目

的
に
、米
糀
の
研
修
を
行
い
ま
す
。

　

大
分
県
佐
伯
市
で
、約
３
０
０

年
に
わ
た
り
糀
を
作
り
続
け
て

い
る
お
店
に
伺
い
、
糀
に
つ
い
て

の
お
話
や
レ
シ
ピ
を
教
え
て
い

た
だ
く
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

興
味
が
あ
る
方
は
、
ど
う
ぞ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

２
月
28
日（
火
）

　
　
　
　

午
前
９
時
役
場
出
発

■
研
修
旅
行
先

大
分
県
佐
伯
市
「
糀
屋
本
店
」

■
募
集
人
数

大
人
10
人
程
度

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

■
参
加
費　
　

無
料

■
問
い
合
わ
せ

役
場　

農
林
課

☎（
４
２
）１
１
１
４

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入

し
ま
し
ょ
う
！

　

平
成
29
年
度
の
加
入
受
付

が
３
月
か
ら
開
始
さ
れ
ま
す
。

万
一
の
怪
我
や
賠
償
責
任
に
備

え
て
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

　

ス
ポ
ー
ツ
活
動
・
文
化
活
動
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
・
地
域
活

動
を
行
う
４
名
以
上
の
団
体
で

加
入
で
き
ま
す
。

　

加
入
団
体
で
の
活
動
中
・
団

体
活
動
へ
の
往
復
中
の
事
故
を

補
償
し
ま
す
。
傷
害
保
険
・
賠

償
責
任
保
険
・
突
然
死
葬
祭
費

用
保
険
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
保

険
で
す
。

　

掛
金
は
、
中
学
生
以
下
の
子

供
が
年
額
８
０
０
円
か
ら
、
高

校
生
以
上
の
大
人
に
つ
い
て
は

活
動
内
容
に
よ
っ
て
金
額
が
異

な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
熊
本
県
支
部

☎
０
９
６（
２
１
３
）９
０
１
５

質
の
高
い
医
療
・
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ま
せ
ん
か
？

■
く
ま
も
と
メ
デ
ィ
カ
ル
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
は
？

　

病
院
・
診
療
所
・
薬
局
・
介

護
施
設
な
ど
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
結
び
、
参
加
者（
患
者
）の
診

療
、
調
剤
お
よ
び
介
護
に
必
要

な
情
報
を
共
有
し
、
質
の
高
い

医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

へ
繋
げ
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

■
参
加
方
法

　

く
ま
も
と
メ
デ
ィ
カ
ル
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
て
い
る
施

設
に
「
く
ま
も
と
メ
デ
ィ
カ
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
参
加
同
意
書
」

の
提
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

（
※
参
加
無
料
）

※
今
年
度
、
地
域
の
中
核
的
な

医
療
機
関
か
ら
順
次
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
構
築
を
行
う
予
定
と
し
て
い

ま
す
の
で
、
現
時
点
で
全
て
の
医

療
・
介
護
関
係
機
関
で
利
用
で

き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ

く
ま
も
と
メ
デ
ィ
カ
ル
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
（
公
益
社
団
法
人

　

熊
本
県
医
師
会
内
）

☎
０
１
２
０（
２
５
）３
７
３
５

（
９
時
～
12
時
・
13
時
～
17
時
）

熊
本
地
震
で
被
災
さ
れ
た
方

が
対
象
の
無
料
相
談
会
開
催

　

南
九
州
税
理
士
会
に
よ
る
熊

本
地
震
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
方

を
対
象
と
し
た
無
料
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
遠
慮
な

く
ご
相
談
に
お
出
で
下
さ
い
。

■
日
時

２
月
11
日（
土
）　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
場
所

阿
蘇
市
体
育
館
研
修
室
（
阿
蘇

市
内
牧
）

■
持
参
品

・
り
災
証
明
書　

■
問
い
合
わ
せ

南
九
州
税
理
士
会
阿
蘇
支
部　

山
内
税
理
士
事
務
所

☎（
３
２
）０
７
０
３

「
熊
本
い
の
ち
の
電
話
相
談

員
」
養
成
講
座
募
集

　

い
の
ち
の
電
話
は
、
人
生
の

様
々
な
悩
み
の
中
で
危
機
に
直

面
し
、
救
い
と
励
ま
し
を
求
め

る
方
た
ち
の
支
え
に
な
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
電
話
で
す
。
熊

本
地
震
の
影
響
か
ら
、
つ
ら
い

思
い
を
抱
え
た
方
の
電
話
も
増

え
て
い
ま
す
。

　

熊
本
い
の
ち
の
電
話
で
は
、

こ
の
電
話
の
受
け
手
を
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
迎
え
て
い
ま

す
。
興
味
は
あ
る
け
れ
ど
、
ど

の
よ
う
な
も
の
な
の
か
、
い
の

ち
の
電
話
相
談
員
な
ど
自
分
に

出
来
る
か
な
、
と
不
安
に
感
じ

て
お
ら
れ
る
方
の
た
め
に
、
ま

ず
は
い
の
ち
の
電
話
の
こ
と
や

相
談
員
の
こ
と
、
ま
た
電
話
相

談
員
に
な
る
た
め
の
養
成
講
座

に
つ
い
て
の
説
明
会
を
三
月
に

予
定
し
て
い
ま
す
。
参
加
ご
希

望
の
方
は
、
事
務
局
へ
ご
連
絡

下
さ
い
。

　

ま
た
、
電
話
相
談
員
の
活
動

は
難
し
い
け
れ
ど
も
、
資
金
サ

ポ
ー
タ
ー
と
し
て
ご
支
援
を
い

た
だ
け
る
方
も
募
集
し
て
お
り

ま
す
。
こ
ち
ら
も
詳
し
く
は
事

務
局
へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

「
熊
本
い
の
ち
の
電
話
」
事
務
局

☎
０
９
６（
３
５
４
）４
３
４
３

（
赤
星
、
池
田
、
開
）

※
平
日
10
時
～
17
時 

受
付

農
地
を『
貸
し
た
い
方
』『
借
り

た
い
方
』を
募
集
し
て
い
ま
す

　

農
地
中
間
管
理
機
構
（
熊
本

県
農
業
公
社
）
で
は
、
農
業
経

営
を
縮
小
さ
れ
る
方
な
ど
か
ら

農
地
を
借
り
受
け
、
担
い
手
農

家
な
ど
に
貸
し
出
し
を
行
っ
て

い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

熊
本
県
農
業
公
社　

☎
０
９
６（
２
１
３
）１
２
３
４

熊
本
県
農
業
公
社

検
索

お
知
ら
せ

募　

集

相　

談

講
演
・
講
習

寄　

附
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お
知
ら
せ

募　

集

相　

談

講
演
・
講
習

寄　

附

　

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る

法
律
が
改
正
さ
れ
、
農
業
委
員

会
の
組
織
・
委
員
の
選
出
方
法

や
基
準
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に

伴
い
、
農
業
委
員
と
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
の
推
薦
・
応

募
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

■
農
業
委
員

　

こ
れ
ま
で
は
、
選
挙
に
よ
っ

て
選
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
は
、
農
業
者
や
農

業
者
団
体
な
ど
の
推
薦
・
応

募
に
よ
り
委
員
候
補
者
を
選

定
し
、
町
長
が
議
会
の
同
意

を
受
け
て
任
命
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。

■
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

　

農
業
委
員
会
が
定
め
た
区

域
を
単
位
と
し
て
、
農
地
な
ど

の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
に

取
り
組
む
活
動
を
行
う
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
は
、
農

業
者
な
ど
に
よ
る
推
薦
・
応
募

に
よ
り
農
業
委
員
会
が
委
嘱

し
ま
す
。

　

農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
は
同
時
に
候
補
者

に
は
な
れ
ま
す
が
、
兼
職
は
で

き
ま
せ
ん
。

■
定
数

・
農
業
委
員　

10
人
（
う
ち
原

則
と
し
て
認
定
農
業
者
が
過
半

数
。
１
人
は
中
立
・
公
正
な
判

断
が
で
き
る
人
）

・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

７
人

■
推
薦
・
応
募
資
格

　

町
が
設
置
す
る
付
属
機
関
な

ど
の
委
員
で
兼
職
す
る
こ
と
が

禁
じ
ら
れ
て
い
な
い
人
。
そ
の

他
の
法
令
に
定
め
る
用
件
に
該

当
し
な
い
人
。

■
任
期

３
年（
７
月
20
日
か
ら
）

■
推
薦
・
応
募
方
法

２
月
６
日（
月
）～

３
月
10
日（
金
）必
着

推
薦
・
応
募
書
類
（
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

農
業
委
員
会
事
務
局（
農
林
課
）

☎（
４
２
）１
１
１
４

町
臨
時
職
員

　
　
　
　（
保
育
士
）の
募
集

　

南
小
国
町
立
保
育
園
で
は
臨

時
保
育
士
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
保
育
士
資
格
を
有
す
る
方

で
、
少
し
で
も
興
味
の
あ
る
方

は
、
是
非
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

■
応
募
資
格

　

仕
事
に
意
欲
が
あ
り
、
保
育

士
資
格
を
有
す
る
健
康
な
方

（
年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
元
保
育
士
や
、
保
育
園
で

の
勤
務
が
未
経
験
の
有
資
格
者

も
大
歓
迎
で
す
。）

■
必
要
書
類
（
申
込
書
な
ど
）

　

役
場
福
祉
課
に
備
え
て
あ
り

ま
す
の
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

　

応
募
さ
れ
た
場
合
は
、
書
類

審
査
お
よ
び
面
接
に
よ
り
採
用

を
決
定
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
報
酬
や
勤
務
条
件
な

ど
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

役
場
福
祉
課　

保
育
児
童
係

☎（
４
２
）１
１
１
３

「
労
働
相
談
」
実
施

　

県
で
は
、労
働
条
件
や
退
職
・

解
雇
、
職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
な

ど
様
々
な
労
使
双
方
か
ら
の

相
談
に
専
門
の
相
談
員
が
中
立

の
立
場
か
ら
助
言
を
行
っ
て
い

ま
す
。

■
実
施
場
所

熊
本
県
し
ご
と
相
談
・
支
援
セ

ン
タ
ー

熊
本
市
中
央
区
水
道
町
８
―
６

朝
日
生
命
熊
本
ビ
ル
１
階

■
利
用
時
間

月
～
金
曜
の
９
時
～
19
時

土
曜
の
10
時
～
17
時

（
日
祝
日
、
年
末
年
始
は
閉
庁
）

■
問
い
合
わ
せ

し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

☎
０
９
６（
３
５
２
）３
６
１
３

く
ま
ジ
ョ
ブ

検
索

■
そ
の
他

費
用
は
無
料

農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
推
薦
・
応
募
の
受
付

青色申告を始めましょう！
　新たに青色申告を始めるためには、
個人の場合、平成 29 年３月 15 日ま
でに、最寄の税務署に「青色申告承認
申請書」を提出する必要があります。
　この申請を行えば、平成 29 年分の
所得から、青色申告を行うことができ
ます。

　なお、政府の農林水産業・地域の
活力創造本部において、青色申告を
行っている農業者を対象とした収入
保険制度の導入が決定されました。

青色申告を始
めるには、
まず何をすれ
ばいいの？

■問い合わせ
九州農政局熊本県拠点地方参事官室
☎０９６（３００）６０２０
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平
成
29
年
度
南
小
国
奨
学
生

募
集

■
奨
学
生
の
資
格

保
護
者
の
住
所
が
南
小
国
町
に

あ
る
こ
と

■
金
額

①
各
種
高
等
学
校
、
高
等
専
門

学
校（
３
年
間
）

　

１
万
５
千
円
以
下

②
各
種
大
学
、
高
等
専
門
学
校

（
①
以
外
の
期
間
）

　

２
万
５
千
円
以
下

■
受
付
期
間

２
月
６
日（
月
）～

３
月
31
日（
金
）

■
申
込
用
紙

教
育
委
員
会
に
用
意
し
て
い
ま
す

■
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会

☎（
４
２
）０
０
４
７

南
小
国
町
へ
の
「
ふ
る
さ
と

寄
附
金
」
ご
寄
附
の
お
礼

福
本　

秋
博  

様  

神
奈
川
県
横
浜
市

末
藤
亮
太
郎  

様  

神
奈
川
県
藤
沢
市

石
井　

潤
一  

様  

千
葉
県
市
原
市

小
松　

康
宏  

様  

福
島
県
い
わ
き
市

森　
　

美
鈴  

様  

福
岡
県
福
岡
市

佐
藤　

陽
介  

様  

神
奈
川
県
横
浜
市

志
村　

綾
子  

様  

東
京
都
新
宿
区

渡
邊　

香
織  

様  

東
京
都
豊
島
区

原　
　

一
郎  

様  

神
奈
川
県
川
崎
市

戸
塚　

裕
久  

様  

静
岡
県
静
岡
市

河
津　

博
文  
様  

愛
知
県
春
日
井
市

野
坂　
　

茂  
様  
東
京
都
目
黒
区

三
森　

美
幸  

様  
山
梨
県
甲
斐
市

石
井　

喜
紀  

様  

東
京
都
港
区

堤　
　

ゆ
み  

様  

京
都
府
八
幡
市

飯
田　

智
哉  

様  

東
京
都
目
黒
区

飯
田　

浩
隆  

様  

神
奈
川
県
相
模
原
市

松
島　

悠
友  

様  

福
岡
県
北
九
州
市

岡　

さ
と
み  

様  

佐
賀
県
鹿
島
市

原
西　

勝
巳  

様  

京
都
府
亀
岡
市

藤
﨑　

紳
夫  

様  

神
奈
川
県
横
須
賀
市

林
田　

佳
子  

様  

福
岡
県
北
九
州
市

天
田　

和
伸  

様  

神
奈
川
県
横
浜
市

塩
野　

浩
紀  

様  

茨
城
県
つ
く
ば
市

山
下　

栄
次  

様  

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

松
野　

和
也  

様  

広
島
県
三
原
市

寺
澤　
　

亘  

様  

愛
知
県
知
立
市

大
田　

亮
介  

様  

福
岡
県
福
岡
市

甲
斐　

良
子  

様  

熊
本
県
大
津
町

馬
本　

誠
也  

様  

福
岡
県
古
賀
市

常
盤
幸
一
郎  

様  

福
岡
県
福
岡
市

井
上　
　

透  

様  

福
岡
県
福
岡
市

笹
山　

鉄
也  

様  

徳
島
県
徳
島
市

千
葉　

正
貴  

様  

大
阪
府
大
阪
市

楢
木
十
士
郎  

様  

福
岡
県
篠
栗
町

掛
須　

秀
一  

様  

東
京
都
東
久
留
米
市

宮
澤　

優
樹  

様  

東
京
都
江
戸
川
区

溝
口　
　

淳  

様  

福
岡
県
福
智
町

大
内
眞
一
郎  

様  

愛
知
県
名
古
屋
市

岡　
　

義
隆  

様  

福
岡
県
飯
塚
市

斎
藤　
　

勲  

様  

岐
阜
県
多
治
見
市

山
城　

良
洋  

様  

東
京
都
府
中
市

山
田　

祐
之  

様  

広
島
県
福
山
市

清
水　

幹
広  

様  

熊
本
県
熊
本
市

坂
口　

友
恵  

様  

富
山
県
高
岡
市

湊　
　
　

浩  

様  

京
都
府
京
都
市

吉
村　

博
之  

様  

千
葉
県
我
孫
子
市

湊　

友
美
子  

様  

京
都
府
京
都
市

関　

錬
太
郎  

様  

東
京
都
練
馬
区

尾
形　

嘉
博  

様  

大
分
県
大
分
市

常
田　

幸
正  

様  

埼
玉
県
川
越
市

中
島　
　

剛  

様  

神
奈
川
県
茅
ヶ
崎
市

松
下　

善
明  

様  

福
岡
県
北
九
州
市

中
島　

哲
也  

様  

福
井
県
坂
井
市

大
堀　

敦
史  

様  

愛
媛
県
松
山
市

何
川　

修
一  

様  

神
奈
川
県
横
浜
市

杉
山　

典
子  

様  

東
京
都
江
戸
川
区

山
口　

修
明  

様  

愛
知
県
名
古
屋
市

中
山　

香
織  

様  

東
京
都
武
蔵
野
市

正
木　

弘
道  

様  

埼
玉
県
川
口
市

　
南
小
国
町
の
た
め
に
応
援
、

ま
た
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た

こ
と
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　
い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
、
南

小
国
町
の
人
づ
く
り
・
地
域
づ

く
り
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

社
協
へ
の
ご
寄
附
の
お
礼

　

故
人
の
香
典
返
し
と
し
て
、

多
額
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
故
人
の
ご
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

佐
藤　

昭
博　
様　

鬼
山

本
田　

光
子　
様　

坂
の
下

髙
橋　

賢
造　
様　

杉
田
下

日
野　

泰
利　
様　

志
津

河
津　
　

浩　
様　

湯
田

佐
藤　

文
男　
様　

扇

河
津　

宰
治　
様　

湯
田
下

　

ま
た
、
一
般
寄
附
と
し
て
、

次
の
方
々
よ
り
多
額
の
ご
寄
附

を
賜
り
ま
し
た
。

卯
辰
年
生
再
会   

様

　

皆
さ
ま
の
お
志
に
添
い
ま
す

よ
う
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

南
小
国
町
社
会
福
祉
協
議
会

お
知
ら
せ

募　

集

相　

談

講
演
・
講
習

寄　

附
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2/
15水 黒川温泉　湯あかり（～3/28）　黒川温泉街

16 木

所得税・住民税・国民健康保険税申告・相談（～3/15）
　　午前9：00～11：30　午後13：00～16：00
　　　　　　　　　　　　　　　　役場中会議室
心配ごと・行政相談　10：00～12：00　りんどう荘
３歳児健診　13：00～13：15受付　おぐに老健

17 金 さくら荘カフェ　13：30～15：30　さくら荘

18 土

19 日

20 月

21 火 子育て広場き☆ら☆ら　10：30～　りんどう荘
 （育児相談・身体測定・きららカフェ） 参加費100円

22 水 きよら元気クラブ   9：30～11：30   元気プラザ中原
　　　　　　　　 13：30～15：30   管理センター

23 木 認知症カフェひとよこい　13：00～15：00
　　　　　　　　　　　　小国調剤横旧医院長宅

24 金 法律相談　10：00～　りんどう荘

25 土 "きよらの郷"わくわくクラブ全体会　9：00～13：00

26 日 南小国町駅伝大会　9：00開会　10：00スタート
（炊き出し訓練　8：45～正午）

27 月

28 火
国民健康保険税　第９期　納期限
後期・介護保険料　第６期　納期限
税理士申告無料相談会

3/
1水

春の全国火災予防運動（～７日）
高齢者ミニデイサービス　9：30～　湯夢プラザ
小国高校　卒業式　10：00～

2 木 乳児健診　13：00～13：30受付　おぐに老健

3 金
出張年金相談　10：00～15：00 
　　　　　　　　小国町福祉センター   悠ゆう館
※要予約　熊本東年金事務所　☎096-367-2503

4 土

5 日

6 月

7 火 高齢者ミニデイサービス　9：30～　上中原公民館 

8 水 きよら元気クラブ　9：30～11：30　満願寺公民館

9 木 認知症カフェひとよこい　13：00～15：00
　　　　　　　　　　　　小国調剤横旧医院長宅

10 金 馬頭観音祭

11 土 南小国中学校　卒業式　10：00～

12 日

13 月

14 火

15 水

16 木 1歳6ヶ月児健診　13：00～13：15受付　おぐに老健

★
休
日
・
夜
間
の
救
急
医
療
は
、
小
国
公
立
病
院
☎（
４
６
）３
１
１
１
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

★
子
育
て
広
場
き
☆
ら
☆
ら
平
日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分　

給
食
サ
ー
ビ
ス
…
毎
週
木
曜
日　

問
い
合
わ
せ
…
り
ん
ど
う
荘
☎（
４
２
）１
５
０
１

★
人
権
擁
護
委
員
へ
の
人
権
相
談
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
り
ん
ど
う
荘
☎（
４
２
）１
５
０
１
で
予
約
受
付
し
て
い
ま
す
。

町民カレンダー

戸
籍
の
窓

は
じ
め
ま
し
て
赤
ち
ゃ
ん

1
／
4
生　

遠
藤　

詩こ
と
り梨

ち
ゃ
ん

　
（
父
）盛
悟･

（
母
）美
穂　
　

黒
　
川

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

12
／
22
　
佐
藤
ミ
ヤ
子（
85
）鬼　

山

12
／
29
　
河
津
　
タ
ネ（
102
）湯
田
下

1
／
1
　
日
野
　
哲
郎（
95
）志
津
下

1
／
6
　
佐
藤
ト
ヨ
子（
87
）扇　

下

1
／
7
　
堀
　
　
節
男（
82
）志
津
下

1
／
12
　
中
島
　
妙
子（
93
）上
町
３

1
／
12
　
穴
井　
　

勉（
93
）脇　

戸

1
／
13
　
佐
藤
　
吉
一（
95
）落　

見

1
／
15
　
河
津
　
カ
ツ（
101
）湯
田
下

1
／
15
　
古
賀
原
カ
チ
子（
77
）滝
ノ
口

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
た
人
の
み
掲
載

（
敬
称
略
）

町の人口
（12月31日現在）

世帯数　1,770世
帯

（＋６）
　男　　1,966人

（＋１）
　女　　2,239人

（＋８）
　計　　4,205人

（＋９）
※（ ）は前月比

２月・３月平成29年
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つ
く

南
小
国
町
広
報
誌
　

広
報

 き
よ

ら
－

自
然
と
調
和
し
た

『
き
よ
ら
の
郷
』

づ
く
り
－
　

№
6
3
9

編
集

･発
行

：
南

小
国

町
役

場
　

ま
ち

づ
く

り
課

〒
869-2492熊

本
県

阿
蘇

郡
南

小
国

町
大

字
赤

馬
場

143番
地

☎
 0967(42)1111　

 FAX  0967(42)1122

【
編
集
後
記
】

▼
今
月
号
の
15
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
る
「
き
よ
ら
ス
キ
ャ
ン
」

を
、
実
際
に
私
も
使
っ
て
み
ま

し
た
。
そ
の
場
所
に
合
わ
せ

た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
写
真
が
撮

れ
た
り
、
音
声
案
内
が
聞
け

た
り
と
、
ほ
か
の
場
所
に
も

訪
れ
た
く
な
り
ま
し
た
。
是

非
、
15
ペ
ー
ジ
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
て
、
使
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

▼
特
集

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が

設
立
さ
れ
て
半
年
。
ま
だ
知

ら
な
い
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た

い
と
思
っ
て
特
集
を
組
ま
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
機

会
に
皆
さ
ん
に
興
味
を
持
っ
て

も
ら
い
た
い
で
す
。

▼
今
月
の
１
枚

　
現
在
、
黒
川
温
泉
街
で
実
施

さ
れ
て
い
る
「
湯
あ
か
り
」
で

す
。
３
月
28
日（
火
）ま
で
開
催

し
て
い
ま
す
。
最
近
と
て
も
寒

く
な
り
ま
し
た
の
で
、
寒
さ
対

策
を
し
て
、
訪
れ
て
み
て
く
だ

さ
い
。（
Ｃ
）

今月の１枚

Picture for this month

１月
生まれ
希望者
のみ
掲載

１
歳
に
な
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

１
歳
に
な
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　（父）秀治さん

　（母）智子さん

食べることが大好きです。
たくさん食べて大きくなって
ね。みんなを笑わせて楽し
ませてください♡

日野　左久真 くん

　（父）拳志郎さん

　（母）翠さん

音楽に合わせて踊るのが大
好きな六花！今は、ピコ太
郎と恋ダンスに夢中♪お誕
生日おめでとう♡

合原　六花 ちゃん
ささ くく しんしん ややまま りっりっ かか

28.1.18生 28.1.29生

波居原 大谷山
　（父）賢二さん

　（母）光代さん

誕生日おめでとう。これか
らもお姉ちゃんと仲良く元気
に育ってね。生まれてきて
くれてありがとう。

佐藤　心哉 くん
28.1.19生

田の原

BIRTHDAY
   H

A
PPY
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